
 月日 曜 行事等 給食 SHR終了 部活

10月1日 金 英語検定 ○ 15:50 ○

2 土 　 　 　

3 日 　 　 　

4 月 ○ 16:10 ○

5 火 教育実習最終日 ○ 16:10 ○

6 水 ⑤ﾘﾄﾙﾃｨｰﾁｬｰ（9年）　生徒会専門委　SC来校 ○ 15:50 ×

7 木 生徒朝会（放送）　 ○ 16:10 ○

 8 金 ○ 16:10 ○

9 土 中体連新人大会（陸上）　秋季大会（柔道） 　 　 　

10 日 　 　 　

11 月 ○ 16:10 ○

12 火 ○ 16:10 ○

13 水 9年復習テスト　SC来校 ○ 15:50 大会前○

14 木 9年復習テスト ○ 16:10 ○

15 金 ○ 16:10 ○

16 土 中体連新人大会 　 　
17 日 中体連新人大会 　 　
18 月 ○ 16:10 ○

19 火 小６中学校部活動体験14:35～ ○ 14:35 ○

20 水 SC来校 ○ 15:50 ×
21 木 ○ 16:10 ○
22 金 小中合同授業研修 ○ 14:40 ×
23 土 　 　 　

24 日 英語暗唱大会テープ審査 　 　 　

25 月 ○ 16:10 ○

26 火 ○ 16:10 ○

27 水 ○ 14:50 ×

28 木 ○ 16:10 ○

29 金 体育祭準備 ○ 15:10 ×

30 土 体育祭（午前） × 12:45 ×

31 日
11月1日 月 振替休日〔10/30（土）〕（中学校）

2 火 学校へ行こう週間 ○ 16:10 ○

3 水 文化の日 ○
4 木 学校へ行こう週間 ○ 16:10 ○

5 金 学校へ行こう週間　　漢字検定　生徒朝会 ○ 15:50 ○

6 土 大野西小「西っ子ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ2021」（午前）

7 日
8 月 ８年修学旅行　SC来校 7,9年○ 16:10 ○

9 火 ８年修学旅行　　9年5時間授業 7,9年○
7年16:10

9年14:50 ○

10 水 ８年修学旅行　　７年宮島学習　　9年5時間授業 9年○ 9年14:50 ×

11 木 ８年家庭学習日 7,9年○ 16:10 ○

12 金 ○ 15:50 ○

13 土
14 日
15 月 姿勢ウィーク～19日（金）まで ○ 16:10 ○

16 火 ９年進路懇談 ○ 16:10 ○

17 水 ９年進路懇談　SC来校　教育相談 ○ 15:50 ×

18 木 ９年進路懇談　　教育相談 ○ 16:10 ×

19 金 教育相談 ○ 15:50 ×

20 土  
21 日
22 月 教育相談 ○ 16:10 ×

23 火 勤労感謝の日

・11/24（水）～26（金）期末試験　・11/29（月）8年ｷｬﾘｱ体験学習
・11/24（水），12/1(水）SC来校
・12/20（月）９年期末懇談　12/21（火）～12/22（水）全学年期末懇談
・12/23（木）終業式，７，８年期末懇談自分の人生は自分で切り開こう！　夢に向かって毎日を一生懸命ひたむきに！

　本来６月に予定していましたが，緊急事態宣言で延
期となり，今回は再延期もできないことから，一定の制
限下の中で３名の教育実習生を受け入れています。実
習生と生徒が触れ合うことも十分にできず，不自由をか
けていますが，大野中学校の先輩として生徒たちにメッ
セージを寄せていただいたので紹介します。（①久しぶ
りの母校について感じたこと。②大学生活で取り組んで
いること。③自分の進路をどのように決めたか。）
Ｈ．Ｏさん
①生徒が元気で，穏やかといった良いところは，自分が
居た頃と全く変わっていなくてうれしくなりました。
②好きな分野について勉強ができて楽しいです。自由
に使える時間も多くなり，旅行やアルバイトなどたくさん
の経験もできます。
③文学や国語が好きで，自分のやりたいことができる学
校へ行こうという想いで進路を決めました。
Ｍ．Ｍさん
①校舎が，自分が通っていた頃と変わらず，とてもきれ
いです。生徒たちも明るいあいさつをしてくれてとてもう
れしいです。
②同じ夢を持った友達がたくさんいて楽しく過ごしてい
ます。今は卒業論文に取り組んでいます。
③高校や大学は自分の夢につながるように決めまし
た。入りたい部活や可愛い制服も視野に入れていまし
た。
Ｙ．Ｙさん
①今の校舎で長く過ごしたわけではないですが，少し
懐かしさを感じました。変わった部分，変わらない部分
が見つけられてよかったです。
②いろいろな人に出会ったり，挑戦することができて楽
しいです。興味がある分野の勉強に打ち込んでいま
す。
③高校はその学校の雰囲気，大学は勉強したい内容
が学べるかどうか，仕事は本当に自分がそれをしたい
かどうかで決めました。

父と母で二人　父と母の両親で四人　そのまた両
親で八人　こうして数えていくと　十代前で一〇
二四人　二十代前では　なんと百万人超すんです
過去　無量のいのちの　バトンを受けついで　い
まここに　自分の番を生きている　それが　あな
たのいのちです　それが　わたしのいのちです

　二十代もさかのぼれば日本は，平安時代ぐらい
かもしれませんね。歴史の勉強をすると大きな戦
乱があったり，自然災害があったり，病気が流行
したり，大飢饉があったと思います。それでもい
のちのバトンが受けつがれて今の自分がここにい
る。これは本当に奇跡だと思います。すごいこと
だと思います。皆さんのご家族は，皆さんが生ま
れたことや素直にすくすくと成長していることを
心から喜んでいらっしゃると思います。だからこ
そ，私たちは「生まれてきてよかった」と言える
ような，意義ある人生を築いていく必要がありま
す。いろいろな悲しい事故や事件が起きる難しい
時代ですが，自分や周りの人を大事にして，幸せ
な人生を誰もが歩んでいかなければなりません。
困難にぶつかって辛い時，上の詩を思い出してほ
しいと願っています。

あくまで予定です。変更・追加などは別途お伝えします。

１０月と１１月の予定

第６号

　９月１４日（火）に８年生の保護者の皆様に来校していただき，修学旅行の説明会を実施しま
した。その時間の最後に，新しく変わる令和５年度入学者選抜制度のポイントや進路選択のスケ
ジュールを説明しました。その概要をここでお伝えします。
　広島県教育委員会は，広島県の１５歳の生徒に身に付けておいてもらいたい力として「自己を
認識し，自分の人生を選択し，表現することができる力」を設定しました。変化の激しいこれか
らの社会では，子供たちが自ら考え，自分たちの答えを導き出していく力を学んでいくことが不
可欠であり，自己実現を図っていくための基礎を義務教育段階で培っていくことが大切です。そ
して公立高等学校入学者選抜の「自己表現」において，どれくらい身に付いているのかを評価す
ることとしています。

　新しい入学者選抜制度のポイントは次の４点です。

　本校においても，教科や総合的な学習の時間で自分の考えや意見を他者に説明する場を，今後意図的に
設定しますので，まずはそういう場面でしっかり頑張って力を伸ばして欲しいと思います。

当面の行事予定
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今の８年生から広島県公立高等学校入試制度が変わります。

令和３年度 大野学園（大野中学校） 学校だより
１０月１日(金)発行

学校教育目標 「大野から高い志をもった若者を！」
スクール・モットー 「チーム」と「貢献」

〠739-0441

廿日市市大野原四丁目２番６０号

0829-55-2015 FAX 0829-54-0475

ono-j-soshiki@hatsukaichi-edu.jp
校長 岡寺 裕史

教育実習を受け入れています。

「自己を認識する力」とは・・・

自分は何が好きなのか，

自分はどういう人間なのか

など，自分自身を理解するこ

とができる力のことです。

「自分の人生を選択する力」とは・・・
自分の夢や目標，自分がやりたい
ことなどについて，自分で考え，選択
し，自分の意志で決めることができる
力のことです。

「表現する力」とは・・・

自分自身のことや自

分の意見などを，相手

に理解してもらえるよう

に，相手や場面に応じ

て，言葉の使い方や表

現の仕方などを工夫し

ながら伝えることができ

る力のことです。

☆主体的に志望校を選択

全ての高等学校において，教育目標や育てたい生徒像，入学者受入方針，入学者選抜の実施内容

（検査項目や配点）などが事前に公表されます。受検生は，これらを事前に確認し，自分の進路の希望

などに合った学校や学科・コースを，自分で選択し，決定することができます。

☆入学者選抜に係る期間を短縮
一次選抜を２月下旬または３月上旬とし，二次選抜を３月中旬または３月下旬
に行うことで，各中学校・高等学校において，授業や学校行事の時間を増やす
など，これまで以上に教育活動を充実することができるようになります。

☆調査書を簡略化
受検生が通う中学校の校長が作成する調査書に記載する内容を，選抜に必

要な項目（志望校，氏名，性別，学習の記録〔評定〕）のみとします。

☆受検者全員に「自己表現」を実施
「自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することができる力」が，どのくらい身に付いているのかをみるた
め，受検生全員に自己表現を実施します。自分自身のことや，高等学校に入学した後の目標などについて，
自分で選んだ言葉や方法で表現してもらいます。

自分の番～いのちのバトン～ 相田みつを


